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はじめに  

■「COOLBIZ」で国民の多くに認知された環境省「チーム・マイナス6％」は、   
原理・原則に基づき進めて、今までに大きな成果を挙げている。  

■本日は、前半に、この「チーム・マイナス6％」の原酔原則をご説明し、   

後半は、この原理・原則を「がん検診」に応用した「がん検診受診率50％に向けた   

取組（仮称）」をご説明したいと考える。  

■後半の「がん検診受診率50％に向けた取組（仮称）」は、   
厚生労働省の平成19年度「がん検診受診率向上に向けた戦略的企画・立案」   

で作成した「「がん検診受診率50％に向けた取組」（仮称）事業化へ向けた   

報告書～最終報告－」を抜粋したものである。  

葛亡；…冊   CopyrightE三）2008e－SOlutionsAllRightsResen／ed 1  STRICTLY CONF7DENTIAL  



目次  

1章．国民運動「チーム・マイナス6％」の原理■原則  
1．1．「従来の国民運動」の落とし穴（一例）  
1．2．従来の国民運動の課燻  
l．3．「チーム・マイナス6％」：成功裏兼  
1．4．（参考）従来の情報環境（仮説）  
1．5イチーム・マイナス6％」：成功要素一再掲一  
1．8．継続的一千性ある取組  

2章．「がん検診受診率聞％に向けた取組（仮称）」   

2．1．がん検診受診率期％へ向けた課超（仮説）   

2．2．がんに関する日本を代表する運働の分析   

乙3．「がん検診」における解決案（仮醗）と施策案策定   
乞4．施策美田集中キヤンヘ○－ン   

2．5．施策実包自分事化の促進  

若 

2．8．施策案  

2．7．施策案  

企業・団体連携  

実施本部の設置  

2．8．H23年度がん検診受診率50附こ向けて  

＿葛ノ去朝山伽5  Copyright◎2008e－S0lutionsAl［RightsFhserved．  STR！CTLYCONFIDENT［AL   

1章．国民運動「チーム・マイナス6％」の原理・原則  
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1．1．「従来の国民運動」の落とし穴（一例）  

‖．「従来の国民運動」の落とし穴（一例）   

◎目的がF組織を作ることLjで終わポヨでし奮う？   

・組織設置後の計画性の欠如？  

◎国が方針を発表するだけで、企業・国民が自主的に動くと思っている？   
・政策者側の一方的な思い込みにより、メッセージが企業・国民まで届かない？  

⑳年度が変わると運動に継続性・…貰性がなくなる？   
・毎回メッセージが変化し、説得力に欠け、故に政府の本気感が伝わらない？  

鬱メッセロ併ジE情報が多すぎる為に、国民にポイントが理解されにくい？   
・同時に多くのメッセージを発信するため、受信者側（企業・国民）が混乱する？   

・パンフレット、チラシ等を作成し配布することで安心してしまう？  
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1．2．従来の国民運動の課題  
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1．3．「チーム・マイナス6％」：成功要素  

図表1．3イチーム・マイナス6％」：成功要素  

『集中キヤンペ山ン』  
■
F
L
「
．
■
l
－
h
▲
■
▼
■
l
■
l
‘
l
、
l
毒
．
・
＝
．
・
l
■
■
■
－
●
l
■
 
」
 

二
．
．
…
．
．
 
 

■
 
 

■
 
 

＿
 
 

■
 
 

■
 
 

CO2削減1  取
組
3
自
動
車
 
 

取
組
4
商
品
の
 
 

い
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
い
い
r
・
ト
 
 
⊥
－
－
－
－
 

l
J
．
【
 
 

÷
「
－
 
 

：
 

顧＝ムリータ㌧】？  

・－乱－訂T・  

温
度
調
節
で
減
ら
そ
う
 
 
 

又
物
と
ご
み
で
減
ら
そ
う
 
 

各
種
団
体
 
 

び
方
で
減
ら
そ
う
 
 
 

【実施】  
環境省  

い
方
で
減
ら
そ
う
 
 

【1］基本原理  
≡㌍硲澗  

（1）てこの原理  

（2）連鎖反応  

（3）自然増殖  

（4）相乗効果  

［2】エ埋骨理  
雷稲  

プロジェクトに優先順  
位を付け効果的な管  
理を行う仕組み整備  

［3］政府の本気感  
雷‡ヲ：同軍‡瑠評厨  

メッセージの選択と集中によ  
り、政府の本気感が伝播  

［4】予井配分  
吉富確言首領  

長期的戦略に基づ  
いた予算投下  

［5］企業一団体連携  ［6】評価基準  
ヨ『冒  

効果測定の実施／  

調査結果の戦略的  
な活用による事業  
全体の盛り上げ  

買箭両君‡≡硲  

企業・団体との連携を加速さ  
せる実施本部の設置  

眉亮一S。■utl。。5  Copyright◎2008e－SOIutlOnSA1．RidltSReserved＿  6  STR）CTLY CONF】DENT）AL   

1．4．（参考）従来の情報環境（仮説）（1／5）  
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1．4．（参考）現状の情報環境（仮説）（2／5）  

図表1．4．（参考）現状の情報環傭（仮説）（2／5）  
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1．4．（参考）広告の「同期化」による効果の増大化（仮説）（3／5）   

1．4．（参考）広告の「同期化」による効果の増大化（仮説）（3／5  
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1．4．（参考）企業との「同期化」による効果の増大化（仮説）（4／5）  

1．4．（参考）企業との「同期化」による効果の増大化（仮説）（4／5  
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広告＋企業との出稿の集中（「同期化」）  
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1．4．（参考）パブリシティ化・メディア協力（仮説）（5／5）  

1．4．（参考）パブリシティ化・メディア協力（仮説）（5／5  
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1．5．「チ＿ムマイナス6％」＝成功要素  巨頭衰∃  

CO2削減1  
行二加二す二】   

総理  
【サブリーダー】  
環境大層  

」 
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【実施】   
環境省  
全省庁  

［5］企業・団体連携  ［6】評価基準  
、．、，I弓  

効果測定の実施／  

調査結果の戦略的  
な活用による事業  
全体の盛り上げ  

［3］政府の本気感  
謂頂指閂許汀頂  

メッセージの選択と集中によ  
り、政府の本気感が伝播  

【4］予井配分  
語頭粥郡砺  

長期的戦略に基づ  
いた予算投下  

［1】基本原理  
澗耶  

（1）てこの原理  

（2）連鎖反応  

（ヨ）自然増殖  

（4）相乗効果  

［2］工程管理  
；手簡  

プロジェクトに優先順  
位を付け効果的な管  
理を行う仕組み整備  

軍訂両署罪砺  

企業■団休との連携を加速さ  
せる実施本部の設置  
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1．6．継続的一貫性ある取組  
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2章．「がん検診受診率50％に向けた取組（仮称）」  
戒雛ムー警1－≒豆  

2．1．がん検診費鯵串50％へ向けた課題（仮説）  

2．2．がんに開する日本を代表する運動の分析  

Jにおける解決案（仮説）と施策稟策定  
集中キヤンヘ○－ン  

自分事化の促進  

企業・団体連携  

2．3．  

2．4．  

冠  
2．5．施策集  
2．¢．施策稟桓  

慧踪詣鼠に向けて  
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2．1．がん検診受診率50％へ向けた課題（仮説）  

2．1．1．課題①市町村の広報溝助が不十分：自治体  
2．1．2．課題②生活者の検診に対する自分事化が不十分：生活者  
2．1．3．課趨③就♯者のがん検診受鯵辛が低い：企♯  
2．1．4．課糧④検診機関で受診者視点の対応が不十分：検診機耶  
2．1．5．「がん検診受診串50％」へ向けた課題（仮説）：概要  
2．l．8．がん検診における課題（仮胱）：全体像   

（参考）課題（彰死生観の問題   

（参考）がんに関連する特有の課題（一例）  

¢・＝・．・   Copyright◎2008e－SOILLtjonsAIrRightsResen／ed．  15  STRZCTLY CONFIDENTIAL  
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2．1．1．課題①市町村の広報活動が不十分：自治体  

●検診の有効性に不信   

一有効性を示す”エビデンスのある′′検診と、有効性の根拠が   

不十分な禎鯵の那壬馳馳腿鮎純劇肌  

●予算が不足  

■市区町村の半数以上が予算不足と認識※1   

・受診者の増加に伴う費用負担増※1  

受診峯50％の要理不可能な理由（全国69市区）※1  

0   20   40   60   80  100  

課題⑥  市町村の広報活動が不十分  

住民の関心   
が低い   

予算が  

足りない  

機材が   
足りない  

（出典）※1朝日新聞「がん検診5肌目標良雛」20D8／1／6  
※2g00リサーチ「第2回乳がんに関する2万人女性の意識調査J2006／lD  
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2．1．2．課題②生活者の検診に対する自分事化が不十分：生活者   

●情報源が限定的   

イ理解」を促すインターネットチャネルでの情報供給が   
不充分  

日常の情報源：ネット（30．2％）※1  

がんに関する情報源：ネット（川．5サら）※2  

課題魯ノ  生活者の検診に対する自分事化が不十分  

がん検診の関心度について  

虐 重要だと思う  

●「がん」や「検診」に関する理解が不十分  

・がんに関する理解が不十分  

－30人に1人以上が乳がんにかかることを知っている人：22．2％※3  
早期発見であれば95％が治ることを知っている人：52．1％※3  

・「検診」に関する理解が不十分  
一厚労省の指針「40歳以上の女性は、2年に1回のマンモグラフィと  

視触診による検診を原則とする」を知っている人：17．1％※3  

東壁診の理由（上位3位）減2  

0  ＝〕  20  

たまたま受けていない  

健康状態に自信があり、  
必要性を感じないから   
必要な時はいつでも医療   
横側を受診できるから  

（出典）※1博報堂「買掛こおけるWebの影響度調査権果速報」2007′7 ※2内閣府大臣官房政府広報室「がん対策に関する世論調査」2007／9  
※3gDOリサーチ「第2回乳がんに関する2万人女性の意邑鼓調査」2DO6／1D  
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2．1．3．課題③就業者のがん検診受診率が低い：企業  

就業者のがん検診受診率が低い  課静′萱ノ   

●就葉音が受診する時間がない  

は暑ががん検診車診有壁けなかった理由（上付3付）※1  

（大腸がん検診）  

層のがん検診宅診轟※1  

（大腸がん検診）  

（出典）※ト東京都福祉保健局「職域及び学校（大字等）における健膝診査等の実態調査結果J2DO6  

＿葛ぺ－5。■ut【。耶  Copyright◎2008e－SOlutionsAIfRightsReserved，  18  STR【CTLYCONF［DENTIAし  

2．1．4．課題④検診機関で受診者視点の対応が不十分：検診機関   

検診機関で受診者視点の対応が不十分  課題④   

●がん検診に関する人材や設備不足   

一適切な検査医／検査技師、検診装置が不十分射  

一計本医学放射線学会の仕様基準を済たす乳がん検診装虻は  
現在使用中の約半数のみ  

醜ヽ（乳がん）※3  
（N＝23537）  

0％  20，も  40％   60％  80％  

ぎのような  

価格が安いこと   

住まいの近〈で  
受けられること   

健康保険を使って  
受けられること   

医療スタッフが  

女性であること  

（出典）メ1：がん検診に関する検討会  
※2・日本公衆衛生協会「がん検診の受診率向上に向けた有効な手段の開発に関する研究報告書」（平成19年3月）  
※3第3回乳がんに関する2万人女性の意敲調査」（‘00リサーチ）2007／10  
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2．1．5．「がん検診受診率50％」へ向けた課題（仮説）：概要  
・ 

．．＿＿＿＿ ＿＿＿．＿ 

．．「㌧「■【▼ ．  ＿             1＿1一 「，，．【 rl一「h一  

課題阜  

市町村の広報活動が不十分  

課題－′喜ノ  

生活者の検診に対する自分事化が不十分  

課題⑨  

就業者のがん検診受診率が低い  

課題壇／）  

検診機関で受診者視点の対応が不十分  

思去－≦州珊  Copyridlt◎2008e－SOIutionsAJ！RightsReserved  20  STRICTLY CONFIDENTrAL   

2．1．6．がん検診における課題（仮説）：全体像  

サ  各種団体  

若年層男性従業者  
（20～3旦歳男性）  

l l l、‾ ‾ ‾ ‾、 ‾■’■1‾ ■ L ‾ l■ ヽ  

一般企業  若年層女性従業者  
（20－39歳女性）  
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ー  

サービス薫  葉音啓発  
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熟年層男性従業者 （40～5g歳男性） 1  15亡  がん関連企業  

熟年層女性従業者 （40～59歳女性）            li        i  

－鑑，や  （60歳以  上男女）  ロ ロ  
STRICTLYCONFIDENTIAL    1魯 

生活者の検  
対する自  



（参考）課題①死生観の問題  

図表鯛  

課題（！ノ死生観の問題  

日本人の平均寿命の推移  人は死んでも生き返るか？  

（調査対象：小学生372名）  1▲l   

鋸  －  

平均寿命の著しいの伸びや、  

都市化と自然の喪失、宗教の喪失  

などにより、日本人は死生観を喪失  

していると考えられる。  

二  
＝二二：  

ウノ・／一ノ  

ノー了■▲   

・○・1Ⅷ川・…・引用＋ほトう：ウ1き3ウ191「≡き5（1き¢仁1さ1（川1；31乙…（皇〉   

・平均寿命の著しい伸び、都市化と自然の喪失、  

宗教の喪失など日本人の死生観を考える環境が  

大きく変化。  

り小学生の7割近くが死を理解できていない。  

出典イ死を通して生を考える教育研究会」2004年調査  

¢い‥トいり．．、  Copyridlt⑥2008e－SOLutionsA＝RightsReserved．  22  STRICTLYCONFIDENTIAL   

2．2．がんに関する日本を代表する運動の分析  
蔚鶏群野薄．j  

2．2．1．啓発活勤分析のフレームワーク  

2．2．2．「国立がんセンター」の取組み全体像（一次分析）  

2．2．3．「日本対がん協会」の取組み全体像（一次分析）  

2．2．4．「ピンクリボン」の取組み全体像（一次分析）   
（参考）乳がんに関する女性の意識調査  

2．2息がん対策に帥する日本を代表する運動の特徴（仮説）  
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2．2．1．啓発活動分析のフレームワーク  
T    一‾‾■「’▼▼－★★【▼‾【丁▼■∫■‾一－－1【一丁－－一▼－【－－一一一 －－岬－－・ 「 ・－，・・－－一－▲・・・－】・・▼－【－－・－一一－－ニー－一†・－・－m一■＝＝一・－－－ブ〉・■▼－▼一∴▼†「け▼・〔▼¶・・・1・＝、一・「7－←、r【，．．，   

園表．2凋ムワーク  
凡例：⊂＝⊃訴求方法の一例：  

sTRICTLYCONFZDENTIALト飾っo  

2．2．2．「国立がんセンター」の取組み全体像（一次分析）  

講演会   



2．2．3．「日本対がん協会」の取組み全体像（一次分析）火8本封がん協会  
㌣がん積㌻診受診   

啓発の特捜   

地域に密着  

した認知・  

理解の促進  

医師会、企業など  連携鹿  市町村、財団法人、   

′お 

三慧慧ニ：笥還慧工芸  Copyridlt◎2008e－SOrut10nSA”RightsReserved．  26  

2．2．4．「ピンクリボン」の取組み全体像（一次分析）   

がん楓診受診   

啓発の特徴  

多様なメデげ  
と統一された  
ブランデインゲに  

よる訴求  

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ・多様なメデげの活用    ！       ‾‾‾‾‾‾‾■1  
TV、新訂、              I一新聞広告  】   l  

■  J  
l  

フリーヘーーハ●－  l  

l  等  
；・統一されたアラげインク  

l  

末榊脚 
I ′●●  

トWeb上の連携  妄  ・コミュニティの活性化   活着視点の提案型メニ1－  
l一様々なホーータルサイトとのlル  一公式ホ●一帥でのフ●ロ憎賞など  

PC、摸蕎、  
一自己診断の習慣化を促進  

A〉機番専  両頭巫  
■   
果て  

一■■’‘…  
帥0フ■叶  

セフルチ1，ク方法を動画配信  

l√ニi－ヽ1叫メ⊃！ いもーヒン…‥申ニノ；‡才■‖   y油00フ●け  

l  友人・知人、 小冊子 
、  

‘岳・・′■  ′主■‘■童■  
度外広色、  
イヘーント、店す、 穐鯵機桝等  

l  

1㌔I′  

こ竃茎き  し＿＿＿＿＿ 
l  

l            u      セミト      ＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ヱ聖唆lゴー」  

重なキセンヘ●－ン糞角帽1   

【10月】   

乳がん月間  

連携先   

各種団体、  
各種業界企兼  
（医薬／保険、  

メデけ、製造、  
不動産業界など）  

ピ‥   イヘ●ント後に検診じた人の紺  （出典’ …：脚帥  
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